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本

年

度

の

重

点

目

標 

 地域との関わりやふれあい

を大切にし、交流活動を継続す

る。 

 地域の方や保護者が学校に

入りやすく、児童が地域に出て

学習しやすい環境整備を進め

る。 

 ホームページや「学校だよ

り」の内容を充実し、さらに多

くの情報を発信し、理解や信頼

を得るようにする。 

地域の豊かな自然環境を愛

し、保全する精神を養う。 

校内の学習環境を整備し、子

供がのびのびと活動でき、遊び

の中で、思いやりや協力の精神

を培う。 

読書環境をさらに充実し、豊

かな感性を養う。 

栽培飼育活動を通して、生命

の尊厳や勤労の大切さ体感させ

る。 

 各教師の授業力の向上を図

る。 

 特別な支援を必要とする子

供に、必要な支援ができる体制

を整える。 

 全国学力学習状況調査等の

結果を分析し、焦点化した指導

を行う。 

 家庭学習を充実する。 

 

 

 

 

目

標

達

成

に

向

け

た 

具

体

的

方

策 

 地域の祭りなどの行事への

積極的参加、地域の方を招いた

学習活動を推進する。 

 地域の人材を活用し、歴史、

文化、産業、自然などに関わっ

た学習を教育課程に取り入れ

る。 

 ホームページの内容を充実

させる。 

  

  

 全校児童で山や、海岸などに

出向き、豊かな自然の中で活動

させる。 

 樹木、草、池なども学習の対

象と認識し、遊具の設置や、観

察場所の確保などをおこなう。 

  

 野菜を栽培し調理して食べる

ことを通して、生命をいただく

ことの意味を体得させる。 

 漁協の協力を得て、魚料理を

することで、地域の産業につい

て知るとともに、生命の連続性

に対する畏敬の念を持たせ、自

然の恵みに感謝する態度を養

う。 

 

子供が読書可能な場所を増や

すとともに、蔵書の質と量の充

実を図る。 

読み聞かせを積極的に行う。 

 各教師、年間少なくとも 1回

は研究授業をし、事前と事後の

協議会において全教職員で研

修する。 

 授業観察をとおして教材研

究、指導法改善などについて、

特に経験年数の少ない教師に

指導助言を行う。 

 プチ公開授業を積極的に行

う。 

特に支援を必要とする子供

を特定し、授業中や放課後に 

課題克服に向けて指導する。 

 学力テストの分析をもとに、

本校の傾向を知り、課題を設定

し、学年を通して、見通しをも

った指導をする。 

 学校での学習を振り返り、次

の学習につなげる家庭学習の

重要さを保護者に対して啓発

し、協力を求める。 

学校教育目標 

一人一人を生かし、大切にし、正しい判断と勇気を持って行動させ、よりよい社会人として生きる力

を身につけた子供を育成する。 

生き生きと活動し、自ら学ぼう

とする子供。 

開かれた学校 豊かな心 確かな学力 

周りの人に感謝や思いやりの

心を持つことのできる子供。 

最後までがんばりぬく子供。 


